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８月２４日（月），中学生の１日体験入学が行われました。今年

は新型コロナ対策として，午前と午後の２回に分けて行いました。

まずは体育館で行われた中学生対象の全体会。参加者は約半分に

なっているので，縦横とも大きく間隔を空けて座ってもらいまし

た。ダンス部によるパフォーマンス。

理数科説明会。

多くの中学生と保護

者の皆さんが被服室

に集まってください

ました。写真は理数

科３年 化学班による

課題研究の紹介。「特

産物から酢を作る」質疑応答の時間には，「理数科を選んだ理由は？」等の質問に化学班のメンバーと理数

科卒業生の林さんが答えてくれました。午後はさらに生物班も加わってくれました。理数科の魅力が伝わ

ったかな？

鹿児島大学の留学生と交流しました。８月５日（水），

鹿児島大学から１０名の留学生を招いて サイエンス

＆カルチャー･エクスチェンジ･プログラム（国際交

流プログラム）が行われました。３月のマレーシア

研修が中止になったため，それに変わる国際交流プログラムとして企画されたものです。参加したのはマ

レーシア研修に参加予定だった生徒を中心として，３年生３０名，２年生２０名，１年生１２名の計６２

名です。生徒館１階の１年生の教室を使い，生徒も留学生も５つのグループに分かれて交流しました。運

営は各グループに任されたので，様々な交流の形が見られました。この教室は日本文化を紹介し，さらに

体験してもらおうというテーマだったようです。定

番の書道体験。マラウィからの留学生はどうやら水

産学部ですね。ちなみにこのような記念写真の時は，

マスクを外してもらいました。

短い時間でしたが，とても有意義な交流ができたと

思います。マレーシア研修の代替案としてスタート

した企画でしたが，今後も続けていってもいいかも

しれません。別れ際に握手をしようとした生徒に対

して，ネパールの留学生が「今日はお互いのために

握手はしないルールだから。」と断っている姿が見られました。生徒にも留学生にも申し訳ない気持ちにな

りましたが，コロナ対策上仕方ありません。１０名の留学生の皆さん，本当にありがとうございました。



８月１９日（水），１４名の大学の

先生方を学校に招いて，１年生を

対象に「出前授業」が行われました。１４名の先生方，ありがとうございました。

人文科学分野「西洋における本と読書の歴

史」鹿児島大学 法文学部 竹岡先生

心理学分野「やる気の科学」志學館大学

人間関係学部 野上先生

８月２０日（木）～２１日（金），SSH活動の一環として，屋久島で研修を行いました。当初は

３泊４日の予定でしたが，屋久島到着初日に屋久島での新型コロナウィルス感染が発生したこと

から，急遽日程を短縮して実施しました。

参加したのは２年生１９名（普通科６名，

理数科１３名）。

植物の専門家である寺田先生には，屋久島の

植物について説明していただきました。１周

約１時間の「弥生杉コース」を歩きながら，

さらにいろいろな植物のお話を伺いました。

研修２日目。一湊に泊まった生物班は，早朝５時半に宿

を出て，一湊川で「ヤクシマカワゴロモ」の観察。天然

記念物ではありますが，堰よりも下流は区域外であるた

め，持ち上げて観察しても大丈夫。地元のこどもたちが

ヤクシマカワゴロモに親しめる場所になっています。ち

なみにそのように指定したのは今回の講師の寺田先生。

石の表面に緑色の根が張っています。葉は針のようにな

っていてほとんど見えません。


